
調べて発見！社会科６年（５年の復習）② 

生活環境
かんきょう

を守る人々 

 

◎ この 学習問題 を解決するために、教科書やＮＨＫ for School のインターネット動画などで

調べて行こう。   

 身のまわりの環境を守るために、人々はどのような取り組みをしているのだろう。 

 

＜この資料で調べよう＞ 

 ・教科書「小学社会 ５下」P４８－ 

 ・ＮＨＫ for School「未来広告ジャパン！」～自然環境を守る～ 

 ・「社会科資料集５年」P１２０－１２１                    など 

 

１．身近な環境の変化は、人々のくらしにどのようなえいきょうをあたえるだろう。 

 〇       とは、工場や家庭から出る大量のけむりやよごれた水、騒音などによって、 

病気に苦しむ人や、いやなにおいや音になやむ人たちが増える害
がい

が起こること。 

◎ 公害により、わたしたちの生活にどのようなえいきょうがあるだろうか、表にまとめよう。 

公害の原因 生活へのえいきょう 

・ ・ぜんそくなどの病気にかかる。 

・せんたく物がよごれる。 

 

・工場や家庭から出るよごれた水 

 

 

・ 

・飛行機が飛んだり工事が行われたりする 

ときの大きな音や振動 

 

・ 

 



２．環境を守るための取り組みには、どのようなものがあるだろうか。 

市民が 国、都道府県、市区町村が 工場（企業）が 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

・エコタウン事業に取り組む。 

・ 

 

・ 

  〇 エコタウン事業とは・・・リサイクルなどを通して環境を守る、まちづくりの取り組み。 

３．環境を守るために、わたしたちはどのような取り組みをしていけばよいだろう。 

 

 

 

 

 

 

４．身のまわりの環境を守るために、人々はどのような取り組みをしているのだろう。学習して

分かったことと考えたことを、「公害」「環境」の言葉を使って書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ わたしたちにできることを挙げてみよう。  

・                    ・ 

・                    ・ 

・                    ・ 

 



調べて発見！社会科６年（５年の復習）② 

生活環境
かんきょう

を守る人々 

 

答え合わせのページ 

 

下の答えは例です。答え方は別にある場合もあります。 

なやんだ時は、聞いたり調べたりして解決しましょう！ 

 

 

１．身近な環境の変化は、人々のくらしにどのようなえいきょうをあたえるだろう。 

 〇 公害とは、工場や家庭から出る大量のけむりやよごれた水、騒音などによって、 

病気に苦しむ人や、いやなにおいや音になやむ人たちが増える害が起こること。 

◎ 公害により、わたしたちの生活にどのようなえいきょうがあるだろうか、表にまとめよう。 

公害の原因 生活へのえいきょう 

・工場や自動車などから出るけむり・ガス ・ぜんそくなどの病気にかかる。 

・せんたく物がよごれる。 

 

・工場や家庭から出るよごれた水 

 

 

・海や川がよごれ、においがひどくなったり、

水中や水辺の生き物が死んだり病気にかか

ったりする。 

・飛行機が飛んだり工事が行われたりする 

ときの大きな音や振動 

 

・仕事や勉強ができなくなったりねむれなく

なったりする。 

 

 

 



２．環境を守るための取り組みには、どのようなものがあるだろうか。 

市民が 国、都道府県、市区町村が 工場（企業）が 

・環境の記録や調査をして、

国や都、市、企業などと話

し合っていく。 

・環境にやさしい洗
せん

剤
ざい

を使う。 

・環境を守るボランティア活

動に参加する。 

・大気や水のよごれを観測す

る施設
し せ つ

をつくる。 

・環境を守るための法律（条

例）や決まりをつくる。 

・会議などで外国と協力する。 

・エコタウン事業に取り組む。 

・機械や施設を設置して、け

むりやよごれた水は工場で

処理してから排出する。 

・国や都、市との取り決めや

法律（条例）を守る。 

  〇 エコタウン事業とは・・・リサイクルなどを通して環境を守る、まちづくりの取り組み。 

３．環境を守るために、わたしたちはどのような取り組みをしていけばよいだろう。 

 

 

 

 

 

 

４．身のまわりの環境を守るために、人々はどのような取り組みをしているのだろう。学習して

分かったことと考えたことを、「公害」「環境」の言葉を使って書こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（解答例） 

公害は、自分たちの生活から遠いところの話だと考えていたけれど、実は身近であるこ

とが分かった。わたしたちの生活がどんどん便利で豊かになってきていることはよいこと

だけれど、そのことで公害が発生し、環境に悪いえいきょうを与えるのは、よくないこと

だと思う。 

環境を守るために、国や都、市、工場、市民がさまざまな取り組みをし、協力している。

わたしも、これから、ごみの分別をていねいにして、リサイクルがきちんとされるように

協力していきたい。また、環境問題や環境を守るための取り組みについて、もっと勉強し

て自分にできることをさらに考えていきたい。 

◎ わたしたちにできることを挙げてみよう。  

・ごみを分別する。            ・環境にやさしい製品を使う。 

・電気などのエネルギーを節約する。    ・地いきの清そう活動に参加する。 

・電車やバスなどを利用する。        

・自分のバッグ（エコバッグ）を持って買い物に行く。           など 

 


